
令和５年度　第一薬科大学【薬学部】４年制学科 
一般選抜試験問題［Ⅰ期］第１回

試験選択科目 数　学 化　学 生　物 物　理 英　語 国　語

受
験
番
号

氏
名

令和５年１月 21 日（土）　　10 時 00 分～12 時 00 分

［注意事項］
 1 ． 受験票は机の前方に常に提示しておく。
 2 ．  机の上には，鉛筆，消しゴム，時計のほか予め許可されているもの以外は置か

ない。
 3 ．  携帯電話，スマートフォン，腕時計型端末等の電子機器類は必ず電源を切っ

て，かばんの中にしまう。（アラーム等の音がでる設定は解除する。）
 4 ．  開始の指示にしたがって，直ちに問題冊子および解答用紙を確認する。
  数学は 1 ～ 6 ページ，化学は 7 ～ 18 ページ，生物は 19 ～ 33 ページ，物理は 

35 ～ 44 ページ，英語は 45 ～ 56 ページ，国語は 57 ～ 69 ページである。解答
用紙は試験選択科目ごとに 1 枚，合計 2 枚である。

 落丁等があれば，手をあげて監督者に知らせる。
 5 ．  はじめに問題冊子の試験選択科目欄に選択した科目を丸でかこみ，受験番号，

氏名を記入する。解答する科目は必ず受験票と同じものを選択する。
 6 ．  つづいて解答用紙に受験番号，氏名，受験地，試験科目を記入し，受験番号欄

をマークする。
 7 ．  解答用紙に正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがあ

る。ダブルマーク（一列にマークを二つ塗る）されている場合は，採点の対象外
になる。

 8 ．  記述式問題の解答は解答用紙裏面に途中計算も含め，読みやすいように丁寧に
書く。

 9 ．  問題冊子の空白部分はメモや計算などに適宜使用してよいが，切り離してはい
けない。

10 ．途中退出は認めない。
11．問題冊子および解答用紙は，いずれも持ち出してはならない。

試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。
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とびら裏からスタートする

－8－



－9－



－10－



－11－



－12－



－13－



－14－



－15－



－16－



－17－



－18－



生　物

－19－



問１　下図の顕微鏡の使い方について述べた文章の中で，間違っているものはどれか。

接眼レンズ

対物レンズ

調節ねじ

鏡筒

倍率切り替え
レボルバー

ステージ

しぼり

反射鏡
鏡台

アーム

1　顕微鏡の持ち運びは，両手で鏡台を支えて行う。
2　プレパラートをセットする前に，レボルバーを動かして最低倍率にした後しぼり

を開き，接眼レンズをのぞきながら反射鏡を動かして視野をむらなく明るくする。
3　プレパラートをセットした後，調節ねじをまわして対物レンズとプレパラー

トを近づける。次に，接眼レンズをのぞきながら調節ねじを反対方向にまわし

て，対物レンズとプレパラートを遠ざけながらピントを合わせる。
4　一般的に低倍率の時はしぼりを絞り，高倍率ではしぼりを開いてしぼりを調

節し，鮮明な像が見えるようにする。
5　別のプレパラートを観察する場合，まず低倍率で目的にあった部分を探し，そ

れが視野の中央になるように移動させる。その後，レボルバーをまわして高倍率

の対物レンズにかえて観察する。

設問は20題ある。

解答はそれぞれの設問の選択肢の中から１つ選び，解答用紙に

問１〜問20の該当する箇所を鉛筆でぬりつぶすこと。
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問２　次の中で，原形質流動やアメーバ運動に関与するものはどれか。

1　染色体

2　紡錘糸

3　微小管

4　中間系フィラメント

5　アクチンフィラメント

問３　ゲノム中の塩基対の数が少ない順に並べたものはどれか。

1　酵母　　 ＜ センチュウ　 ＜ 大腸菌　　　 ＜ イネ　 ＜ ヒト

2　酵母　　 ＜ 大腸菌　　　 ＜ センチュウ　 ＜ イネ　 ＜ ヒト

3　イネ　　 ＜ 大腸菌　　　 ＜ 酵母　　　　 ＜ ヒト　 ＜ センチュウ

4　イネ　　 ＜ ヒト　　　　 ＜ 大腸菌　　　 ＜ 酵母　 ＜ センチュウ

5　大腸菌　 ＜ 酵母　　　　 ＜ センチュウ　 ＜ イネ　 ＜ ヒト

6　大腸菌　 ＜ 酵母　　　　 ＜ センチュウ 　＜ ヒト　 ＜ イネ
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問４　以下の文章の空欄（ア）～（ウ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

　　寒天ゲルなどに電流を流し，その中でDNAなどの帯電した物質を分離する方法
を，電気泳動法と呼ぶ。

　　DNAではリン酸基が（　ア　）に帯電しているため，寒天ゲル中で電気泳動
を行うと（　イ　）極へ向かって移動する。この時，塩基対数が大きいDNA断片
ほど（　ウ　）泳動される。

（ア） （イ） （ウ）
１ 正 陽 速く
2 正 陽 遅く
3 正 陰 速く
4 正 陰 遅く
5 負 陽 速く
6 負 陽 遅く
7 負 陰 速く
8 負 陰 遅く

問５　酸素の少ない環境では，脱窒素細菌が酸素の代わりに硝酸イオンを使い，窒素ガ

スを生成するが，この細菌による脱窒が起こりやすい場所はどれか。

1　砂漠の地表面

2　葉の表面

3　熱帯多雨林の地表面

4　根粒の内部

5　水田土壌の内部

6　高山の地表面

7　サバンナの地表面

8　ツンドラの地表面
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問６　酵素反応の調節に関する記述のうち, 正しいものの組合せはどれか。

ａ　アロステリック酵素のはたらきを調節する物質は，活性部位に結合して基質と

の結合を阻害する。

ｂ　アロステリック酵素では，酵素の活性中心とは異なる部位に基質以外の物質が

結合することで，酵素の反応速度が抑制される。

ｃ　補酵素と結合して活性をもつ酵素タンパク質を，アロステリック酵素という。

ｄ　アロステリック酵素は，その酵素がはたらく一連の反応系の最終産物と結合し
て活性に影響を受ける場合がよくある。

ｅ　アロステリック酵素のように，酵素の活性部位以外の部分に阻害物質が結合す
ることによる酵素反応の阻害を競争的阻害という。

1　（ａ，ｂ） 2　（ａ，ｃ） 3　（ａ，ｄ）

4　（ａ，ｅ） 5　（ｂ，ｃ） 6　（ｂ，ｄ）

7　（ｂ，ｅ） 8　（ｃ，ｄ） 9　（ｃ，ｅ）

10　（ｄ，ｅ）

問７　ヒトゲノムのサイズは，およそ3.0×109塩基対である。また，ヒトのタンパク質の

分子量は平均で5.0×104，タンパク質中のアミノ酸の分子量は平均で1.4×102とす

る。ヒトゲノムには最大で何種類のタンパク質を合成する容量があるか。

1　2.8×103 　 2　5.6×103 　 3　8.4×103 

4　2.8×106 　 5　5.6×106 　 6　8.4×106 

7　2.8×109 　 8　5.6×109 　 9　8.4×109
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問８　形態形成を調節する遺伝子に関する以下の文章中の空欄（ア）～（ウ）に当ては

まる語句の正しい組合せはどれか。

　　ショウジョウバエの未受精卵は，すでにからだの前後の決定に関する情報を
もっている。卵の前端には（　ア　）とよばれるタンパク質のmRNAが蓄えら
れており，後端には（　イ　）とよばれるタンパク質のmRNAが蓄えられてい
る。受精するとmRNAは翻訳され，これらのタンパク質が合成される。

　　ショウジョウバエの（　ウ　）遺伝子であるウルトラバイソラックス遺伝子に
突然変異が起こると，通常2枚であるはずのはねを4枚もつような変異体となる。
それは，胸の第3体節が第2体節に置き換わるためである。このような，からだの
構造の一部が別の構造に変わる突然変異を（　ウ　）突然変異とよぶ。

（ア） （イ） （ウ）
１ ビコイド ナノス ホメオティック
2 ビコイド ナノス フレームシフト
3 ビコイド ナノス ギャップ
4 ナノス ビコイド ホメオティック
5 ナノス ビコイド フレームシフト
6 ナノス ビコイド ギャップ
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問９　かま状赤血球症に関する以下の文章中の空欄（ア）～（オ）に当てはまる語句の

正しい組合せはどれか。

　　ヒトのかま状赤血球症は，血液中の（　ア　）が不足すると赤血球がかま状に
変形し，これが毛細血管内でつまって血行障害を起こし，赤血球の膜が破れて 

（　イ　）を起こしたりする病気で，（　ウ　）大陸に多く見られる。かま状赤血
球症のヒトでは，（　エ　）を構成する2種類のポリペプチドのうち，一方のポリ
ペプチドの遺伝子において，6番目のアミノ酸を決定するDNAの塩基配列で置換
が生じている。正常なヒトではこのアミノ酸の鋳型鎖の塩基配列はCTCである
が，かま状赤血球症のヒトではCACに置き換わっている。その結果，6番目のアミ
ノ酸が（　オ　）からバリンに代わり，ヘモグロビンの構造が変化して，形質に
変化が現れる。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ）
１ 酵素 貧血 アフリカ ミオグロビン アラニン
2 酸素 喀血 アメリカ ニューログロビン プロリン
3 窒素 貧血 ヨーロッパ サイトグロビン アスパラギン
4 酸素 貧血 アフリカ ヘモグロビン グルタミン酸
5 酵素 喀血 ユーラシア プロトグロビン セリン
6 窒素 貧血 アフリカ ニューログロビン グルタミン酸
7 酸素 喀血 アメリカ ヘモグロビン アラニン
8 酵素 喀血 ヨーロッパ ミオグロビン セリン
9 窒素 貧血 ユーラシア プロトグロビン アスパラギン
10 酵素 喀血 アメリカ サイトグロビン プロリン
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問10　次の内分泌器官と産生されるホルモンですべて間違っている組合せはどれか。

ａ　脳下垂体前葉 ― 成長ホルモン

ｂ　脳下垂体後葉 ― 副腎皮質刺激ホルモン

ｃ　甲状腺 ― チロキシン

ｄ　副甲状腺 ― プロラクチン

ｅ　すい臓ランゲルハンス島 ― グルカゴン

ｆ　副腎髄質 ― アドレナリン

ｇ　副腎皮質 ― パラトルモン

1　（ａ，ｃ，ｆ） 2　（ｃ，ｅ，ｆ） 3　（ｂ，ｄ，ｇ）

4　（ａ，ｂ，ｄ） 5　（ａ，ｅ，ｆ） 6　（ｂ，ｃ，ｆ）

7　（ａ，ｆ，ｇ） 8　（ｄ，ｅ，ｇ）

問11　適応（獲得）免疫の特徴の一つは，一度体内に侵入した異物に対する情報が長期

間記憶されることである。その方法や反応として間違っているのはどれか。

1　アナフィラキシーショック

2　血液凝固

3　予防接種

4　ツベルクリン反応

5　食物アレルギー
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問12　聴覚と平衡受容器の説明について間違っているものはどれか。

1　うずまき管は，中耳の耳小骨と卵円窓で接しており，振動を受け取る。

2　耳小骨は，つち骨，きぬた骨，あぶみ骨からなる。

3　コルチ器の聴細胞とその上を覆っているおおい膜が接触して興奮を起こし，こ

の興奮が聴神経を通して中脳に伝わり，聴覚が生じる。

4　内耳には，前庭，半規管，うずまき管がある。

5　平衡覚とは傾きの感覚と回転の感覚のことであり，前庭と半規管で感じる。

問13　タンパク質に関する以下の文章中の空欄（ア）～（カ）に当てはまる語句の正し

い組合せはどれか。

　　タンパク質は，多数のアミノ酸が鎖状につながった分子からなる。アミノ酸は，
炭素原子（C）に，（　ア　）基（-NH2）と（　イ　）基（-COOH），水素原子
（H）が結合し，残りの1か所には，側鎖とよばれる分子群が結合している。
　　アミノ酸の配列は，タンパク質の最も基本的な構造であり，（　ウ　）次構造と
よばれる。1本の長い鎖状のタンパク質は，アミノ酸どうしの相互的な作用によっ
て部分的に折りたたまれ，らせん状の（　エ　）やシート状の（　オ　）といっ
た（　カ　）次構造をしばしばとる。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ） （カ）
１ アミノ カルボキシ 一 α-スパイラル β-シート 三
2 アミド ケトン 二 α-ヘリックス α-シート 三
3 アミノ カルボキシ 一 α-ヘリックス β-シート 二
4 アミド ヒドロキシ 二 β-スパイラル α-シート 二
5 アミノ カルボキシ 一 α-スパイラル β-シート 二
6 アミド ケトン 二 β-ヘリックス α-シート 三
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問14　植物細胞の構造と機能に関する説明のうち，正しい組合せはどれか。

ａ　光合成とタンパク質の合成は，核で行われる。

ｂ　細胞壁はリン脂質を主成分とする2重構造になっているので，強固に形を維持

できる。

ｃ　呼吸は葉緑体で行われる。

ｄ　細胞膜では，細胞への物質の出入りが調節される。

ｅ　液胞は細胞液で満たされている。

1　（ａ，ｂ） 2　（ａ，ｃ） 3　（ａ，ｄ）

4　（ａ，ｅ） 5　（ｂ，ｃ） 6　（ｂ，ｄ）

7　（ｂ，ｅ） 8　（ｃ，ｄ） 9　（ｃ，ｅ）

10　（ｄ，ｅ）
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問15，問16�　
　温度 20℃で CO2濃度 0.04% のときの，ある陽生植物の光－光合成曲線を下図に
示す。この図に関する以下の設問に答えよ。

光の強さ

A

B

＋

0

－

CO2 

吸
収
速
度

問15　図の点Aに該当するのはどれか。

1　光合成速度

2　見かけの光合成速度

3　呼吸速度

4　光補償点

5　光飽和点

問16　この陽生植物の CO2 吸収速度を図のBより大きくするためには, どのような操

作が必要か。

1　温度を下げる。

2　温度を上げる。

3　空気中のO2濃度を下げる。

4　空気中のO2濃度を上げる。

5　当てる光をさらに強くする。
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問17　次の文章や図中の空欄（ア）～（ウ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

　　海産魚類の浸透圧（塩類濃度）の調節について説明する。
　　サメ，エイなどの海産軟骨魚は，体液中に多量の（　ア　）を蓄積して体液の
浸透圧を海水とほぼ等しく保っている。サケ，マグロなどの海産硬骨魚は常に多
量の海水を飲み，腸から水分を多量に吸収する一方で，（　イ　）から余分な塩
類を排出するとともに，排出する尿は少量にすることにより，体液の浸透圧を海
水の約（　ウ　）分の1に保っている。

体液の浸透圧
海水淡水

（　ア　）軟骨魚類

硬骨魚類

（ア） （イ） （ウ）
１ アンモニア えら 3
2 アンモニア えら 4
3 アンモニア 腎臓 3
4 アンモニア 腎臓 4
5 尿素 えら 3
6 尿素 えら 4
7 尿素 腎臓 3
8 尿素 腎臓 4
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問18　 中枢神経系のはたらきや構造に関する記述である。正誤の正しい組合せはど

れか。

ａ　大脳皮質は新皮質や辺縁皮質などから構成され，いくつかの領域ごとに役割分

担がある。新皮質のうち，視覚や皮膚感覚など特定の感覚に特異的に関与する領

域を感覚野，それらの情報を結びつけて言語や記憶などの複雑な情報処理に関与

する領域を総合野という。

ｂ　目の前にボールが飛んできた時に無意識に目をつぶる反射の中枢は中脳に，体が

急に傾いたときに無意識に手足を出すなどして姿勢を保持しようとする反射は小脳

に，食べ物を口の中に入れると自動的にだ液を分泌する反射の中枢は延髄に，熱い

鍋に触った時に思わず手を引っ込めたりする反応の中枢は脊髄に存在する。

ｃ　灰白質は中枢神経系において神経細胞の細胞体が存在している領域で，白質は

神経細胞体がなく神経繊維が存在している領域をいう。名前が示す通り，白質組

織は白色であり，灰白質は灰色がかった色をしている。灰白質は，大脳や小脳で

は表層を占め，大脳皮質や小脳皮質がそれにあたる。一方，脊髄では灰白質が内

側で白質が外側となっている。

ａ ｂ ｃ
１ 正 正 正
2 正 正 誤
3 正 誤 正
4 正 誤 誤
5 誤 正 正
6 誤 正 誤
7 誤 誤 正
8 誤 誤 誤
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問19　図はヒトのニューロンとそのつながりの模式図およびその一部の拡大図である。

次の記述について，間違っているものを過不足なく含む組合せはどれか。

構造A
構造 B

構造C

構造D

拡大図

ａ　構造Ａには電気を通しやすい物質が含まれていて，伝導速度を高めるはたらき

をもつ。

ｂ　軸索でおこる興奮の伝導は両方向で速く伝わるのに比べて，構造Ｂでおこる興

奮の伝達は伝わる方向が一方向で時間を要する。

ｃ　構造Ｃの内部には神経伝達物質が含まれている。電位依存性のカルシウムチャ

ネルが開くことで神経伝達物質が分泌される。

ｄ　構造Ｄの細胞膜にはタンパク質からなる受容体が存在している。神経伝達物質
が興奮と抑制のどちらにはたらくかは，神経伝達物質の種類によって決まり受容
体の種類にはよらない。

1　（ａ，ｂ） 2　（ａ，ｃ） 3　（ａ，ｄ）

4　（ｂ，ｃ） 5　（ｂ，ｄ） 6　（ｃ，ｄ）

7　（ａ，ｂ，ｃ） 8　（ａ，ｂ，ｄ） 9　（ａ，ｃ，ｄ）

10　（ｂ，ｃ，ｄ）
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問20　 図は藻類を祖先として進化した植物の系統を示したものである。図中のa～ c

にあてはまる進化の過程で生じた特徴として最も適当な組合せはどれか。

祖先の藻類

a

b

c

コケ植物

シダ植物

裸子植物

被子植物

ａ ｂ ｃ
１ 胞子体を形成する 種子を形成する 子房を形成する
2 胞子体を形成する 子房を形成する 花粉を形成する
3 胞子体を形成する 配偶子を形成する 種子を形成する
4 維管束を形成する 種子を形成する 子房を形成する
5 維管束を形成する 子房を形成する 花粉を形成する
6 維管束を形成する 配偶子を形成する 種子を形成する
7 精子を形成する 種子を形成する 子房を形成する
8 精子を形成する 子房を形成する 花粉を形成する
9 精子を形成する 配偶子を形成する 種子を形成する
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英語は長文に合わせてとびら裏を白にしてもいいし、本文スタートしてもよい

英　語
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	Ⅰ		（問１−問３）　下線部の発音がほかと異なるものを、１～ 4 のうちから一つ	
選べ。

問１

　　　１　disease  2　pleasure 3　increase　  4　vision

問２

　　　１　both 2　onion  3　front　   4　money

問３

　　　１　bear 2　learn 3　early 4　earth

	Ⅱ		（問４−問６）　アクセントの位置がほかと異なるものを、１～ 4のうちから一つ	
選べ。

問４

　　　１　violent 2　relative 3　absent 4　available    

問５

　　　１　movement 2　habit  3　figure 4　release

問６

　　　１　remote 2　flavor  3　guideline 4　awful 

設問は35題ある。

解答はそれぞれの設問の選択肢の中から1つ選び、解答用紙に

問１～ 35の該当する箇所を鉛筆でぬりつぶすこと。

合本型
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	Ⅲ		（問７―問15）　次の問（7～ 15）の（　　）に入れるのに最も適切なものを、それ
ぞれ下の１～ 4のうちから一つずつ選べ。

問７

　　　 His approach could end up （　7　） a worse result.

１　with 2　in 3　for 4　like

問８

　　　 Take a （　8　） breath and relax.

１　long 2　serious 3　deep 4　big

問９

　　　 Please （　9　） in touch with me by e-mail. 

１　hold 2　keep 3　get 4　make

問10

　　　 No （　10　） had I gotten outside than it began raining. 

１　later 2　sooner 3　quicker 4　faster

問11

　　　 It is out of the （　11　） to buy such an expensive car. 

１　sense 2　knowledge 3　meaning 4　question

問12

　　　 Not （　12　） what to say, I remained silent.

１　know 2　to know 3　knowing 4　known
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問13

　　　 This is not （　13　） I meant to say when I talked with him yesterday.

１　what 2　which 3　who 4　how

問14

　　　 Were you （　14　） in bed when your friend came to your house this 

morning? 

１　once 2　already 3　ever 4　still

問15

　　　 Lisa is （　15　） of the two.

１　taller 2　the taller 3　the tallest 4　more tall
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	Ⅳ		（問16―問20）　各問の１～４の語を並び替えて空所を補い、文を完成しなさい。
ただし、１～４以外に一語不足しているので、それを補って考えなさい。解答は
（　16　）～（　20　）に入るものの番号を答えること。なお、選択肢の単語は文頭に
該当する場合であっても、小文字で表記している。

問16　間に合うようにそこへ着くことはむずかしいと思う。

　　　I think （　　　） （　16　） （　　　） （　　　） （　　　） in time.

１　difficult 2　there 3　it  4　get

問17　彼は今までのだれにも劣らない政治家である。

　　　 He is （　　　） （　　　） （　17　） （　　　） （　　　） ever lived.

１　a 2　as 3　great 4　as

問18　彼女は私よりも長くここに住んでいます。

　　　 （　　　） （　　　） lived here longer （　18　） （　　　） （　　　）.

１　I 2　she 3　than  4　have

問19　彼は車を盗まれた。

　　　 （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　19　）.

１　had 2　stolen 3　car  4　he

問20　どこで彼と知り合いになったのですか？

　　　 （　　　） （　　　） you （　　　） （　20　） （　　　） him?

１　did 2　acquainted 3　with  4　where 
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	Ⅴ		（問21―問25）　１～４の文章の中で、他の３つに比べて表現などが適切でない
ものを選びなさい。

問21　
１　Are you still in touch with your friend in UK?
2　My fatherʼs hair turned white.
3　I didnʼt see my friend in the class yesterday.
4　I was wearing my shirt inside-out when I met her yesterday.

問22　
１　I love listening to pop music from around the world.
2　My brother is older than I by three years. 
3　Could you please turn down the cooler?
4　Iʼm killing time at a book store.

問23　
１　Itʼs better not to remember something youʼd like to forget.
2　Iʼd like to request for a week off because Iʼm sick. 
3　I went for a walk with my mother after breakfast.
4　My brother bought a red small car.

問24　
１　Iʼm going to be back at work from tomorrow.
2　I had a nice day today, but tomorrow is another day.
3　The TV program starts from seven p.m.
4　Twenty divided by four equals five.

問25　
１　Iʼve been with this company for more than ten years.
2　I now feel Iʼm getting better.
3　Yesterday I spent whole day reading books.
4　We stayed in a suite room when we went to Hawaii.　
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	Ⅵ		（問26―問29）　次の英文を読んで各設問に答えよ。

　　Before the Internet, people usually played computer games at home, either 

alone or with friends. Going online is now fast and affordable, and computer 

gaming is changing. ［問26］ （　　） a computer, cell phone, or other devices, people 

everywhere can play together.

　　There are many kinds of online games. Some are for playing sports, chess, and 

other traditional games. Others are “role-playing” games. In these games, each 

player becomes a character in an online world. Online gaming is a fast-growing 

business with an exciting future. Plus, itʼs a lot of fun!

 （「Reading Links 2」, 南雲堂, 2021）

問26　 （　　）に入る最も適切なものを選びなさい。

１　In　　　 2　At　　　 3　For　　　 4　With

問27　 本文の中にないゲームを選びなさい。

１　sports games
2　role-playing games
3　traditional games
4　simulation games

問28　 オンラインゲームについて合わないものを選びなさい。

１　高速でお手頃な価格となった

2　変化していて、わくわくする未来が期待できる

3　家の中だけで一人または友達と遊ぶことができる

4　ビジネスとして将来の急速な成長が期待できる　

－6－－52－



問29　 本文の内容と合うものを選びなさい。

１　All the computer games are connected to the Internet.
2　To play online games, people need friends at home.
3　In some computer games, players become characters.
4　The earliest computers could not play games with friends.

－7－－53－



	Ⅶ		（問30―問35）　次の英文を読んで各設問に答えよ。

　　As of fall 2017, nobody has ever performed a quadruple axel. It is said that 

Yuzuru Hanyu will be the first one to do so.

　　The triple axel that Yuzuru mastered in his junior high school years has 

become one of his strongest techniques. He demonstrated it for the first time at the 

2008-2009 Japan Junior Championships in November where he had placed third in 

the previous year. He fell in two jumps and placed fourth in the short program 

（SP）, but he performed the free skating （FS） cleanly to win the title overall. Only 

the winner of this competition qualifies for the World Junior Championships, 

which is approved by the International Skating Union （ISU）. For the music, he 

used “Bolero” for the SP and “Rhapsody on a Theme of Paganini” for the FS. In 

December, he competed at the senior level in Nagano as the youngest skater ever, 

and surprisingly came eighth. But media attention was concentrated on Mao 

Asada, and ［問32］ （　　）. “I will become Japanʼs second Olympic gold medalist,” 

Yuzuru announced at the time. But this was not mentioned in any articles.

　　［問33］ （　　）, the 2009-2010 season, when Yuzuru was 13-15 years old, he 

grew quickly as a young skater. It was now 10 years since he had started skating at 

the age of four. At this point, he changed his SP music to “Mission: Impossible II.” 

At the World Junior championships in March, 2010, he performed the FS almost 

faultlessly to win at the age of 15. He was the fourth Japanese male skater to win, 

and the first ever Japanese male junior high school student to do so. ［問34］ （　　）, 

his haircut was still in the mushroom style.

　　Yuzuruʼs last words as a 14-year-old: “More than 99% of the people in the 

world donʼt know me. I want to increase the number of people who can recognize 

me by even 1% by doing my best. Iʼd like to perform well so that anybody who sees 

me will never forget my performance.” “I want to become a legend! I want to show 

the world something that only I was able to do for the first time in human history.

［問35］ （　　）.”

 （「英語で読む 羽生結弦」, IBCパブリッシング, 2018）
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問30　 羽生結弦選手が言った言葉ではないものを選びなさい。

１　殆ど全ての人は自分の名前を知らないので頑張りたい

2　人々が忘れられないような自分の演技をしたい

3　日本で最初のフィギュアスケートの金メダリストになる

4　レジェンドになって、自分だけという最初の何かを見せたい

問31　 本文の内容と合わないものを選びなさい。

１　世界ジュニア選手権で初めて優勝した男子中学生選手となった

2　2007年の全日本ジュニア選手権では優勝して世界ジュニア選手権に出場した
3　2017年秋時点では、４回転アクセルを跳んだ人は誰もいなかった
4　全日本ジュニア選手権で優勝したときの曲目はボレロだった

問32　 （　　）に入る最も適切なものを選びなさい。

１　others　　　 2　the others　　　 3　someone else　　　 4　all others

問33　 （　　）に入る最も適切なものを選びなさい。

１　After some time from the last year
2　Once upon a time after the previous year
3　One season after another
4　From this season to the next

問34　 （　　）に入る最も適切なものを選びなさい。

１　As he wanted
2　As everybody liked it
3　At that time
4　In the same way
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問35　 （　　）に入る最も適切な文を選びなさい。

１　To do that, I need to focus on how to get high scores
2　I want my name to be remembered throughout history
3　A good thing is that I feel my performance level is getting better
4　To become a legend, I need to be a winner of the gold medal
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	 一		 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 　 日 本 史 に お け る 近 代 と 近 世

	

　
十 七 世 紀 。 こ う い え ば 人 は す ぐ 近 代 の 開 幕 を 思 い う か べ 、 ま ず 西 欧 の 方 へ 目 を む け る

に ち が い な い 。 Ａ さ し ず め 日 本 な ど は 、 近 代 世 界 の ① 僻 地 と 考 え ら れ る く ら い で あ ろ

う 。 こ の こ ろ 日 本 で は 、 よ う や く 徳 川 幕 府 が 全 国 を 平 定 し 鎖 国 ・ 封 建 の ㋐ チ 世 を は じ め た

ば か り で 、 こ れ は 時 代 区 分 上 わ ざ わ ざ 「 近 世 」 の は じ ま り と 呼 ば れ て い る 。 つ ま り 日 本 は

ま だ 近 代 以 前 な の で あ り 、 こ れ か ら ず っ と 遅 れ て 十 九 世 紀 の 後 半 、 明 治 期 に な ら な い と 、

「 近 代 」 が や っ て こ な い と い う わ け で あ る 。

　
近 世 と 近 代 と い う 、 十 七 世 紀 以 後 の 日 本 に 関 す る こ う し た 時 代 区 分 も 、 歴 史 の 流 れ

を 整 理 す る 上 で は 、	

　 　
Ｉ

　　

	 必 要 な こ と で あ ろ う 。	

　 　
Ⅱ

　　

	 時 代 区 分 が 定 着 す る と 、	

　 　
Ⅲ

　　

	 歴 史 の 流 れ じ た い も 、 は じ め か ら 前 後 に 断 ち 切 っ て 論 じ ら れ や す い 。 そ の 論 法

を い く ら か ② 戯 画 化 し て み る と 、 近 世 は な ん と い っ て も と に か く 非 近 代 な の で あ り 、 一

た び 近 代 に は い っ て し ま え ば 、 こ ん ど は す べ て が 約 束 ど お り 近 代 性 を 帯 び る こ と に な る 。

し か し 忘 れ て な ら な い こ と は 、 こ こ に い う 日 本 の 近 代 と は 、 日 本 の 内 部 で 成 熟 し た 変 革

の 結 果 で は な く 、 開 国 ― ―	

　 　
Ⅳ

　　

	 外 か ら 西 欧 の 近 代 が 急 激 に 流 入 し は じ め る こ と を 目

安 に 考 え ら れ て い る 点 で あ る 。 こ の 場 合 、 も と も と 「 近 代 」 は 西 欧 だ け に あ っ て 、 そ の 西

欧 の 洗 礼 を う け て い な い 本 来 の 日 本 は 、	

　 　
Ⅴ

　　

	 「 非 近 代 」 な の だ と い う 、 原 則 的 な 評 価

基 準 ま で が ③ 後 楯 と な り や す い 点 、 と く に 注 意 を 要 す る こ と で あ ろ う 。

　
わ れ わ れ は い ま 、 Ｂ こ う し た 評 価 基 準 や 時 代 区 分 に こ だ わ ら な い こ と に し よ う 。 日 本

の 近 代 は 、 通 説 ど お り 十 九 世 紀 後 半 か ら は じ ま る の で は な く 、 す で に 十 七 世 紀 後 半 か ら 、

日 本 な り の 発 生 過 程 を と り な が ら す す み は じ め た の で は な い か と 考 え て み た い か ら で あ

る 。 ま た 、 近 代 は 西 欧 だ け で は じ ま っ た の で は な く 、 直 接 西 欧 の 近 代 を 受 容 す る 前 の 日

本 に も 、 日 本 の 近 代 と い う も の が 芽 を ふ い た の で は な か っ た か と 考 え た い か ら で あ る 。

　
ふ つ う 明 治 以 前 の 日 本 に は 、 科 学 は 存 在 し な か っ た と い う こ と が よ く い わ れ る 。 西 欧

設 問 は 30 題 あ る 。

解 答 は そ れ ぞ れ の 設 問 の 選 択 肢 の 中 か ら １ つ 選 び 、

解 答 用 紙 の 問 １ 〜 問 30 の 該 当 す る 箇 所 を 鉛 筆 で ぬ り つ ぶ す こ と 。
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の 近 代 科 学 が 受 容 さ れ て い な か っ た と い う 意 味 で は 、 ま さ に そ の と お り な の で あ る 。 だ か

ら 、 科 学 と は 、 西 欧 で 形 成 さ れ た 近 代 科 学 の こ と だ け を い う に か ぎ れ ば 、 近 世 日 本 に は

科 学 が な か っ た こ と に な り 、 Ｃ こ の 論 旨 も Ｄ 首 尾 一 ⃞ す る 。 し か し そ の か わ り に 、 十 七

世 紀 以 後 の 日 本 の 知 性 の 歴 史 を 地 道 に あ と づ け る 仕 事 は 、 い か に も 窮 屈 な も の に な る で

あ ろ う 。 こ こ で は 科 学 に つ い て あ か ら さ ま に 語 る こ と が 許 さ れ な く な り 、 非 科 学 、 な い し

科 学 以 前 の 未 開 水 準 を 想 定 し な が ら 、 な お 未 成 熟 な 知 性 に つ い て 論 ず る こ と し か で き な

い 。 で な け れ ば 、 わ ず か に 存 在 し う る 科 学 の ④ 片 鱗 と し て 、 鎖 国 の す き 間 か ら 細 々 と 流

れ こ ん だ 外 来 の 科 学 知 識 、 つ ま り 蘭 学 ・ 洋 学 が 、 せ め て も の 議 論 の 対 ㋑ シ ョ ウ と な る だ け

で あ る 。

　
し か し な が ら わ れ わ れ は 、 こ の よ う な 窮 屈 な 論 じ 方 に 追 随 す る こ と を や め よ う 。 第 一

に 、 科 学 の 形 成 過 程 が 、 西 欧 の 近 代 科 学 の そ れ と 型 ど お り つ ね に お な じ で な け れ ば な ら

な い と は 考 え な い 。 人 間 の 知 能 が 錬 ㋒ マ さ れ て 科 学 に ま で 高 め ら れ て ゆ く 経 過 は 、 な に

も た だ 一 つ 西 欧 型 だ け で は な く 、 も っ と ち が っ た も の が い く つ か あ る と 考 え て も よ か ろ

う 。 こ の こ と に 対 応 し て 、 第 二 に は 、 日 本 ㋓ コ 有 の 知 的 活 動 の 歴 史 的 推 移 を 、 後 の 時 代

か ら す る 作 為 的 な 解 釈 に よ っ て ゆ が め て し ま わ な い よ う 、 で き る だ け 地 道 に た ど り な お

す こ と を 試 み た い 。 た と え そ の な り ゆ き が 西 欧 型 に 似 て は い な く と も 、 広 い 意 味 で の 科

学 を め ざ す よ う な Ｅ 知 性 の 変 身 が そ こ に み ら れ る な ら 、 そ れ を 正 当 に 評 価 す る 努 力 を し

な け れ ば な る ま い 。

　
つ ま り わ れ わ れ は 、 こ と ご と に 西 欧 と み く ら べ て は 立 ち 遅 れ た 日 本 を 確 認 す る の で は

な く 、 日 本 に は そ れ な り の 、 い わ ば の ん び り し た 科 学 の ⓐ 模 倣 の 仕 方 が あ っ た こ と を 、 で

き る も の な ら つ き と め て み た い と 考 え る の で あ る 。 そ の つ も り で 眺 め る と き 、 日 本 の

十 七 世 紀 は や は り 注 目 に 値 す る 時 代 で あ っ た 。 な に よ り も ま ず 、 朱 子 学 を 軸 に し た 日 本

的 な 儒 学 の 確 立 が 思 い 起 さ れ る 。 た ぶ ん こ れ は 、 日 本 で 最 初 の 広 く 深 く ㋔ シ ン 透 し え た

学 問 的 態 度 の ⓑ 確 立 だ と い え る も の で あ ろ う 。 わ れ わ れ が と く に 関 心 を も つ の は 、 こ れ

に 誘 発 さ れ 、 あ る い は こ れ に 照 応 し て 、 日 本 の 科 学 の ⓒ 原 像 と で も い え る も の が 姿 を み

せ は じ め た こ と で あ る 。

　 　
実 理 と 科 学

　
あ る 知 性 の 働 き 方 を と ら え て 、 そ れ が 科 学 と 呼 ん で よ い も の で あ る か ど う か を 、 厳 密

に 判 定 す る こ と は 大 変 難 し い 問 題 で あ る 。 そ れ は な か ば 以 上 、 科 学 と は な に か と い う 根

本 問 題 に 答 え る こ と に も な ろ う 。 わ れ わ れ が 「 日 本 の 科 学 」 な ど と い い だ し た か ぎ り 、
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結 局 こ の 難 題 も 避 け て 通 る こ と は で き な く な る 。 そ の 点 は 覚 悟 す る と し て も 、 し か し 最 初

か ら 根 本 問 題 に つ ま ず い て い た の で は 、 一 歩 も 先 に す す め な い で あ ろ う 。 そ れ を 考 慮 し

て 、 わ れ わ れ は ひ と ま ず 、 厳 密 に で は な く 、 漠 然 と 話 を す す め て ゆ く こ と に す る 。 遠 く

か ら 科 学 を 眺 め て 、 す ぐ 目 に つ く よ う な 特 徴 を あ げ る に と ど め る な ら 、 さ ほ ど 困 難 な こ と

で は な い 。 つ ま り 常 識 的 な 科 学 像 を も ち だ せ ば そ れ で こ と た り る 。 こ こ で は と り あ え ず 、

科 学 と は 、 実 証 的 で 、 か つ ⓓ 合 理 的 な 思 考 法 の こ と だ と 考 え て 、 日 本 の 科 学 思 想 の 形 成

過 程 を あ と づ け る 仕 事 に と り か か ろ う 。

　
わ れ わ れ が 最 初 に 注 目 す る の は 「 実 理 」 と い う 言 葉 、 そ し て こ の 中 に 織 り こ ま れ て い

る 日 本 的 な ⑤ 思 惟 構 造 で あ る 。 こ の 概 念 は 儒 学 の 思 考 法 か ら 派 生 し な が ら 、 右 に い う よ

う な 意 味 で の 科 学 を 代 弁 す る 言 葉 に ま で 転 用 さ れ て ゆ く の で 、 ま こ と に 興 味 深 い 。 は じ め

に 、 実 理 と い う 言 葉 を 、 そ の ま ま 科 学 に な ぞ ら え て つ か っ た 用 例 の 方 か ら み て ゆ こ う 。

　
す で に 明 治 期 に は い っ て か ら の こ と で あ る 。 加
か と う
藤 弘
ひ ろ ゆ き
之 （ 一 八 三 六 ～ 一 九 一 六 ） の い わ

ゆ る 「 変 節 」 、 か れ が そ れ ま で の 自 由 民 権 思 想 を 捨 て て 、 む し ろ そ の 弾 圧 の 論 拠 と な る 国

権 論 へ い き な り 転 向 し て し ま う 事 件 は 、 政 治 思 想 史 上 の 衝 撃 的 な 出 来 事 と し て よ く 知 ら

れ て い る 。 加 藤 は 旧 著 『 真 政 大 意 』 や 『 国 体 新 論 』 の 絶 版 を 宣 言 し て 、 あ ら た に 『 人 権

新 説 』 を 刊 行 （ 一 八 八 二 ・ 明 治 十 五 年 ） す る の だ が 、 そ の 冒 頭 に 実 理 と い う 言 葉 が み ら れ

る 。 コ ペ ル ニ ク ス 、 ケ プ ラ ー 、 ガ リ レ イ 、 ニ ュ ー ト ン の 名 を あ げ な が ら 、 そ の 科 学 的 業 績 を

要 約 し て つ ぎ の よ う に い う 。

　 　

	 も っ ぱ ら 実 物 の 研 究 に 従 事 せ し よ り 、 よ く 天 体 ・ 地 球 の 運 転 お よ び 宇 宙 間 諸 現 象 の 実

理 を 発 見 し て 、 は じ め て 従 来 の
（ 注 ）
謬
び ゅ う も う
妄 を 排 除 す る を え た り … … （ 後 略 ） 。

　
加 藤 の 論 旨 は 、 こ の 力 学 的 な 実 理 に 対 比 さ せ て さ ら に 「 進 化 の 実 理 」 の 重 要 性 を 説 き 、

そ れ に も と づ い て 国 権 論 を 展 開 す る 方 向 に す す ん で ゆ く 。 つ ま り 、 進 化 論 の 科 学 理 論 と

し て の 権 威 を か り て 、 か れ の 政 治 的 主 張 を 優 位 に 立 た せ よ う と す る 論 法 が と ら れ る 。 だ か

ら こ れ は 、 明 治 前 期 に お け る 日 本 の 科 学 思 想 の 社 会 的 な 影 響 に つ い て 考 え さ せ る 重 要 な

一 面 も 含 ん で い る こ と だ が 、 い ま は そ こ ま で 論 点 を ひ ろ げ る ゆ と り は な い 。 こ こ で 注 目 し

た い の は 、 加 藤 弘 之 が 科 学 の 権 威 を 思 想 的 に 援 用 し よ う と し 、 そ の さ い 科 学 の 本 性 と い

う べ き も の を 、 実 理 と い う 形 で 特 徴 づ け て み せ た こ と で あ る 。

　
加 藤 は 、 科 学 と い う か わ り に そ れ を 実 理 と し て 押 し だ し た わ け だ が 、 裏 を か え せ ば こ

こ に 、 実 理 と い う 表 現 を と れ ば そ の 方 が 通 り が よ い と い う 、 日 本 的 な も の の 考 え 方 が 潜

在 し て い る こ と に も な る 。 こ れ は 加 藤 ひ と り の	

　 　
一

　　

	 な 用 語 法 と い う も の で は な く 、

日 本 の	

　 　
二

　　

	 な 思 考 法 が か か わ り あ っ て い る こ と で あ る 。 右 に み ら れ る よ う に 加 藤

－60－



は 、 実 理 と い う 言 葉 を 、 「 実 物 の 研 究 」 に よ っ て え ら れ た 理 論 、 す な わ ち	

　 　
三

　　

	 な 理

論 の 意 味 で つ か っ て い る 。 し か し と く に か れ だ け が そ う 考 え る と い う よ り も 、 一 般 に 日

本 人 が 、 科 学 と い え ば そ れ は 実 証 的 な 理 論 の こ と だ と 考 え が ち な の で あ る 。 そ う し た	

　 　
四

　　

	 風 土 の 中 で こ そ 通 用 し た 実 理 と い う 言 葉 で あ る こ と を 考 慮 に い れ な が ら 、 こ の

言 葉 の な り た ち や 意 味 の 変 遷 に は 、 い ま は 十 分 注 意 し て み る 必 要 が あ ろ う 。

　
も と も と 実 理 と い う 概 念 は 、 そ の ま ま 科 学 と か か わ り あ う よ う な 意 味 を も っ て は い な

か っ た 。 儒 学 の 中 で こ の 用 語 が つ か わ れ る と き 、 「 実 」 と は つ ま り 誠 （ ま こ と ） の こ と

で あ り 、 む し ろ 科 学 と は 無 関 係 な 、	
　 　
五

　　

	 な 規 範 に 関 す る 意 味 内 容 を に な っ て い た 。

　 　 　 　 　 　 　
〈 中 略 〉

　
実 理 と は 、 加 藤 弘 之 が の べ た 「 実 物 の 研 究 」 に も と づ く 実 理 か ら は 、 は る か に へ だ

た っ た 観 念 で あ る 。 天 の 理 、 あ る い は 物 の 理 を 含 む だ け で は な く 、 人 倫 の 理 に も か か わ

り 、 い や 正 確 に は 後 者 を 軸 に し て す べ て を 秩 序 づ け る 意 味 で の 実 理 に ほ か な ら な い 。

	 （ 辻 哲 夫 『 日 本 の 科 学 思 想 』 ）

　
（ 注 ）
　
根 拠 が な く で た ら め な こ と

A
　
傍 線 部 ㋐ ～ ㋔ に 相 当 す る 漢 字 を 含 む も の を 、 次 の 各 群 の 傍 線 部 １ ～ ４ の う ち か ら 、

そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 １

　
㋐	 チ 世

　

	

　 　
１

　
チ に 居 て 乱 を 忘 れ ず

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
２

　
チ に 働 け ば 角 が 立 つ

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
３

　
意 見 が 一 チ し た

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
４

　
チ の 利 を 得 る

問 ２

　
㋑	 対 シ ョ ウ	

　 　
１

　
二 人 シ ョ ウ 単 数 代 名 詞

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
２

　
身 元 を シ ョ ウ 会 す る

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
３

　
動 物 園 に い る ゾ ウ

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
４

　
臨 シ ョ ウ 検 査 を 行 う
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問 ３

　
㋒	 錬 マ

　 　

	

　 　
１

　
レ ー ル が マ 滅 す る

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
２

　
マ 擦 を 生 じ る

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
３

　
マ 尺 に 合 わ な い

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
４

　
神 経 が マ 痺 す る

問 ４

　
㋓	 コ 有

　
	

　 　
１

　
権 力 を コ 示 す る

　 　 　

	 	 	 	
　 　
２

　
信 念 を コ 持 す る

　 　 　

	 	 	 	

　 　
３

　
コ 展 を 開 く

　 　 　

	 	 	 	

　 　
４

　
コ 生 意 気 な 態 度

問 ５

　
㋔	 シ ン 透	

　 　
１

　
シ ン 賞 必 罰 を 厳 に す る

　 　 　

	 	 	 	

　 　
２

　
会 議 が シ ン 捗 す る

　 　 　

　 　

	 	

　 　
３

　
塀 を 越 え て シ ン 入 す る

　 　 　

　 　 　

	 	

　 　
４

　
河 川 の シ ン 食

問 ６

　
傍 線 部 ① ～ ⑤ の 語 の 読 み と し て 間 違 っ て い る も の を 、 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
僻
へ き ち
地

　 　 　
２

　
戯
ぎ が か
画 化

　 　 　
３

　
後
あ と だ て
楯

　 　 　
４

　
片
へ ん り ん
鱗

　 　 　
５

　
思
し

惟
い

問 ７

　
傍 線 部 Ａ 「 さ し ず め 」 の 意 味 に 最 も 近 い も の を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
さ し で が ま し く

　 　 　 　

２

　
あ て つ け の よ う に

　 　 　 　

３

　
つ ま る と こ ろ

　 　 　 　

４

　
さ し さ わ り な く
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B
　
空 欄	

　 　
Ⅰ

　　

	 ～	

　 　
Ⅴ

　　

	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 を 、 次 の う ち か ら そ れ ぞ れ	
一 つ ず つ 選 び な さ い 。 （ 選 択 肢 重 複 使 用 不 可 ）

問 ８

　　
	 Ⅰ 	

　 　 　

		 問 ９

　　

	 Ⅱ 	

　 　 　

		 問 10

　　

	 Ⅲ 	

　 　 　

		 問 11

　　

	 Ⅳ 	

　 　 　

		 問 12

　　

	 Ⅴ 	

　

　
１

　
い ず れ に せ よ

　 　 　
２

　
し か し

　 　 　
３

　
す な わ ち

　 　 　

　
４

　
と か く

　 　 　 　 　 　
５

　
む ろ ん

　

問 13

　
傍 線 部 Ｂ 「 こ う し た 評 価 基 準 」 の 指 示 す る 内 容 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の	

う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
近 世 の 日 本 は 非 近 代 だ と い う 原 則 的 観 点

２

　
日 本 を 非 近 代 だ と す る 偏 見 に 注 意 す る こ と

３

　
西 欧 の 近 代 が 急 激 に 日 本 に 流 入 し て き た こ と

４

　
日 本 の 内 部 で 成 熟 し た 近 代 は あ る と す る 意 見

問 14

　
傍 線 部 Ｃ 「 こ の 論 旨 」 の 指 示 す る 内 容 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の う ち か ら 一

つ 選 び な さ い 。

１

　
科 学 と は 、 西 欧 で 形 成 さ れ た 近 代 科 学 の こ と だ と す る 論 旨 。

２

　
西 欧 の 近 代 科 学 を 受 容 す る こ と は 、 不 可 能 だ と す る 論 旨 。

３

　
近 代 は 日 本 で は な く 、 西 欧 で は じ ま っ た と い う 論 旨 。

４

　
明 治 以 前 の 日 本 に は 、 科 学 は な か っ た と い う 論 旨 。

問 15

　
傍 線 部 Ｄ に あ る 空 欄 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 漢 字 一 字 を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び

な さ い 。

１

　
感

　 　 　
２

　
完

　 　 　
３

　
貫

　 　 　
４

　
観
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問 16

　
傍 線 部 Ｅ 「 知 性 の 変 身 」 の 意 味 内 容 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の う ち か ら 一 つ

選 び な さ い 。

１

　
西 欧 か ら 日 本 に 科 学 が 輸 入 さ れ た 過 程

２

　
人 間 の 知 性 が 科 学 に ま で 高 め ら れ て い く 経 過

３

　
日 本 人 が 西 欧 の 知 性 を 身 に 付 け て い く 歴 史

４

　
日 本 的 な 知 性 が 西 欧 の 知 性 に 変 化 し て い く 姿

問 17

　
傍 線 部 ⓐ ～ ⓓ の う ち 、 明 ら か に 間 違 っ た 語 に 書 き 替 え ら れ た も の が あ る 。 そ れ を 、

次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
ⓐ		 模 倣

　 　 　
２

　
ⓑ		 確 立

　 　 　
３

　
ⓒ		 原 像

　 　 　
４

　
ⓓ		 合 理 的

C
　
空 欄	

　 　
一

　　

	 ～	

　 　
五

　　

	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 を 、 次 の う ち か ら そ れ ぞ れ	

一 つ ず つ 選 び な さ い 。 （ 選 択 肢 重 複 使 用 不 可 ）

問 18

　　

	 一 	

　 　 　

		 問 19

　　

	 二 	

　 　 　

		 問 20

　　

	 三 	

　 　 　

		 問 21

　　
	 四 	
　 　 　

		 問 22

　　

	 五 	

　

　
１

　
倫 理 的

　 　 　
２

　
思 想 的

　 　 　
３

　
個 性 的

　 　 　

　
４

　
実 証 的

　 　 　
５

　
伝 統 的

　

問 23

　
本 文 の 内 容 に 最 も 合 う も の を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
徳 川 時 代 が 「 近 世 」 と 呼 ば れ て い る の は 、 日 本 の 近 代 は 十 七 世 紀 か ら 始 ま っ て

い た か ら で あ る 。

２

　
明 治 以 前 の 日 本 に は 、 西 欧 の 近 代 科 学 が 受 容 さ れ て い な か っ た と い う の は 歴 史

的 な 間 違 え で あ る 。

３

　
日 本 に は 西 欧 型 と は 違 う 科 学 の 形 成 過 程 が あ り 、 そ れ を 正 当 に 評 価 す る 努 力 を

す べ き で あ る 。

４

　
科 学 と は 何 か と い う 根 本 問 題 を 解 決 し な い 限 り 、 科 学 思 想 の 形 成 過 程 を 論 ず る こ

と は 不 可 能 で あ る 。

５

　
「 実 理 」 と い う 概 念 は 、 も と も と は 科 学 と 密 接 な 関 係 を 持 つ 儒 学 の 用 語 と し て 使 わ

れ て い た の だ 。
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	 二		 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　　 　 　
Ｘ

　 　　

　
人 間 が 、 そ の 環 境 と と も に あ る の も 事 実 で あ る 。 だ か ら 、 自 分 の 住 む 場 所 が 自 分 に と っ

て よ い 場 所 で あ る の が よ い 。

　
も っ と も 、 「 よ い 環 境 」 だ と 「 よ い 友 だ ち 」 が 作 れ る 、 と い う の も い く ら か 怪 し い 。 さ

ら に 、 「 自 分 よ り よ い 子 と 友 だ ち に な り ま し ょ う 」 と い う の は 、	

　 　
Ｉ

　　

	

　
か り に 、 「 よ い 子 」 か ら 「 悪 い 子 」 ま で 一 列 に 並 ん で い た ら 、 そ し て だ れ も が 「 自 分 よ

り よ い 子 」 を 友 だ ち に し よ う と し た ら 、 だ れ も 友 だ ち が 作 れ な い の は 、 数 学 的 に 考 え れ

ば す ぐ わ か る 。

　
も し も 、 「 よ い 子 」 同 士 が グ ル ー プ を 作 り 、 「 悪 い 子 」 同 士 が グ ル ー プ を 作 っ た り し て

は 、 こ れ も 困 る 。 よ く 、 「 悪 い 仲 間 に さ そ わ れ て 」 と 言 わ れ た り す る が 、 「 仲 間 に さ そ わ れ

る 」 ぐ ら い で ど う こ う な る の は 、 本 人 が ダ メ な 証 拠 だ 。

　
そ れ よ り 、 こ こ は 自 分 の よ う な 「 上 等 」 な 人 間 の い る 場 所 で な い 、 も っ と よ い 環 境 に あ

る べ き だ 、 な ん て 考 え だ す と 一 番 困 る 。 ど ん な 環 境 で あ っ て も 、 そ こ を 自 分 に と っ て の

「 よ い 環 境 」 に し て 、 そ こ で 「 よ い 友 だ ち 」 を 作 れ る と い う の が 、 上 等 な 人 間 で あ る 。

　
い つ で も 、 こ こ は 自 分 に ふ さ わ し い 場 所 で な い と 思 っ て い る よ う な 人 間 は 、 つ ま ら な い

だ ろ う 。 い つ も よ い 場 所 を 求 め る と い う の は 、 一 見 は 「 向 上 心 」 が あ り そ う に 見 え る が 、

そ の 実 は 欲 求 不 満 に す ぎ な か っ た り す る 。	

　 　
Ⅱ

　　

　
べ つ に 一 つ の 場 所 に 固 執 せ ね ば な ら な い の で は な い 。 新 し い 場 所 を 探 る の は よ い こ と

だ が 、 そ れ は 今 い る 場 所 が 「 悪 い 場 所 」 だ か ら で あ っ て は な ら な い 。 そ ん な こ と で 新 し い

場 所 を 探 し た っ て 、 そ の 場 所 も す ぐ に 、 「 自 分 に ふ さ わ し く な い 場 所 」 に 見 え て く る 。		

　 　
①

　　

　
そ も そ も 、 人 そ れ ぞ れ に 、 き ま っ た 場 所 が あ っ て 、 そ の 場 所 を 探 す も の だ 、 な ど と は 思

わ ぬ ほ う が よ い と 思 う 。 学 生 が 「 こ の 専 門 に 進 め ば そ の 分 野 は 発 展 し そ う で す か 」 と た

ず ね て 、 教 授 に 「 自 分 の と り つ い た 分 野 を 発 展 さ そ う と す る も の で 、 発 展 し そ う か な ど

と 他 人 事 み た い な こ と を 言 う な 」 と ド ヤ さ れ て い た の を 見 た こ と が あ る 。	

　 　
②

　　

	

　
そ れ で も 、 進 路 な ど で 、 自 分 は こ ち ら に 進 む べ き か と 迷 う こ と は あ ろ う 。 そ れ は 迷 う

の が 当 然 で 、 迷 う の は よ い こ と だ 。 あ ま り 単 純 に 迷 い を ふ り す て な い ほ う が よ い 。 し か
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し 、 い く ら 考 え た と こ ろ で 絶 対 に 正 し い 進 路 な ん て 、 わ か り っ こ な い 。	

　 　
③

　　

	
　
そ の と き に 、 親 と か 教 師 と か 、 い ろ ん な 人 の 意 見 を 参 考 に す る の は よ い こ と だ 。 自 分

の こ と だ か ら 他 人 の 意 見 は 聞 か ぬ な ど と 、 意 固 地 に な る こ と は な い 。 た だ 、 そ の 他 人 の 意

見 に 従 う に し て も 、 そ の 意 見 に 従 う こ と を 選 ん だ の は 自 分 の 責 任 だ 、 と い う こ と だ け は 確

認 し た ほ う が よ い 。 意 見 を 言 う ほ う も 、 従 わ れ た 相 手 に 責 任 を か ぶ せ る こ と を 忘 れ ぬ ほ

う が よ い 。	

　 　
④

　　

	

　
な ぜ か と い う と 、 ど ん な 道 に 進 ん だ と こ ろ で 、 人 間 少 し は つ ま ず く こ と ぐ ら い あ る 。 そ

の と き 、 そ の 道 を と っ た の を 自 分 の 責 任 に し て お か な い と 、 そ の 道 を 奨 め た だ れ か れ の 責

任 に お っ か ぶ せ た く な る 。 他 人 の あ の 意 見 を 聞 い た た め に こ う な っ た 、 こ れ は あ い つ の

責 任 だ 、 そ う 考 え て い る と 確 実 に 挫 折 す る 。	
　 　
⑤

　　

	

　
自 分 の 人 生 と い う ド ラ マ は 、 も う 変 え ら れ っ こ な い の だ か ら 、 ほ か の 可 能 性 が あ っ た に

し て も 、 そ れ を 考 え る の が そ も そ も ム ダ な こ と だ 。 そ し て 、 こ う し た 筋 書 き に な っ た の に

は 、 他 人 の 影 響 が あ っ た に き ま っ て い る が 、 そ の 道 を 進 む こ と に し た の は 、 こ の ド ラ マ の

主 人 公 で あ る 自 分 だ 。 そ れ を 他 人 の 責 任 に し た の で は 、 自 分 が 他 人 の ア ヤ ツ リ 人 形 だ っ

た と 認 め る よ う な も の で 、 自 分 を ミ ジ メ に す る だ け だ 。

　
こ の ド ラ マ の 観 客 は な に よ り も 自 分 な の だ か ら 、 自 分 は い つ で も 主 人 公 で あ る 。 ど ん

な に 目 だ っ た 人 間 で も 、 他 人 で あ る か ぎ り 、 自 分 の ド ラ マ に と っ て は 脇 役 で し か な い 。

　
逆 に 言 え ば 、 親 な り 教 師 な り 先 輩 が 、 忠 告 を す る と き も 、 相 手 の 自 己 責 任 だ け は 確 認

し て お い た ほ う が よ い 。 相 手 に 責 任 を と ら す の は か わ い そ う と か 、 自 分 が 責 任 を と ら ね

ば 卑 怯 だ と か 、 そ う し た こ と を 考 え る の は 、 結 局 は 相 手 の た め に な ら な い 。 ま し て 、 そ れ

を 自 分 が 引 き う け て 、 自 分 が 偉 い よ う に 思 っ た り す る の は 罪 悪 だ 。 そ れ は 相 手 の た め に

忠 告 し て い る の で は な く 、 相 手 を あ や つ っ て い る 自 分 の 満 足 を 求 め て い る こ と に し か な

ら な い 。

　
世 の 中 で は 、 そ う し た 他 人 の 自 己 を 否 定 す る よ う な 「 指 導 者 」 を 尊 敬 し た が る 風 潮 が

な い わ け で は な い 。 「 お れ の 言 う と お り 、 つ い て こ い 」 と 自 信 あ り げ に 言 わ れ る と 、 偉 い

よ う に 見 え た り す る 。

　
こ れ は 、 一 種 の 人 間 の 弱 さ か ら 来 て い る の だ と 思 う 。 人 間 は み な 、 自 分 の す べ て を 自

分 で 責 任 を と る の が 辛 い 。 だ か ら 、 自 分 の 判 断 を 肩 が わ り し て く れ る 人 が ほ し い 。 そ れ

で 、 判 断 を 代 わ っ て く れ る 人 が 尊 敬 さ れ や す い 。

　
Ａ お 医 者 さ ん は 、 自 信 を 持 っ て 診 断 を す る ほ う が 、 患 者 に 信 頼 さ れ る そ う だ 。 い つ か

大 学 病 院 に 行 っ た と き 、 若 い 先 生 が 心 臓 神 経 症 の 患 者 さ ん を 連 れ て 、 大 先 生 の 診 断 を 伺
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い に き て い た 。 大 先 生 は 厳 か に 「 注 射 を し て あ げ な さ い 」 、 そ れ に 小 先 生 が 「 ど ん な 注 射

が よ ろ し い で し ょ う か 」 と 言 っ た ら 、 さ ら に 厳 か な 声 で 、 Ｂ ド イ ツ 語 に か わ っ て 「 痛 け

り ゃ よ ろ し い 」 。

　
知 人 の お 医 者 さ ん で 繁 昌 し て い る の も 、 自 信 あ り げ な 投 薬 な ど し て い る の だ が 、 相 手

が ぼ く な ど に な る と 、 や や 声 を ひ そ め て 「 い ま の 医 学 か ら や と 、 よ う わ か ら ん の や け ど 、

ま あ こ の 薬 で も 飲 ん で み る か ？ 」 。

　
も っ と も 、 精 神 科 の お 医 者 さ ん の 説 で は 、 あ ま り 診 断 し す ぎ る の も 問 題 だ そ う だ 。 医

者 の ほ う で も 、 患 者 と い っ し ょ に 悩 ん で い る の が 辛 い の で 、 診 断 を き め て 安 心 し た い 。

人 間 と 人 間 の 心 の 関 係 で は 、 い っ し ょ に 悩 み 続 け る よ り は 、 診 断 を き め て 結 着 を つ け る

ほ う が 楽 な と こ ろ が あ る 。

　
で も 、 心 の 問 題 と し て は 、 そ れ で は 解 決 つ か な い こ と が あ る し 、 長 い 眼 で 見 れ ば 悪 い

結 果 に な る こ と す ら あ る ら し い 。 だ か ら ぼ く は 、 や は り 基 本 は 、 他 人 に 悩 み を か た づ け て

も ら い す ぎ な い こ と だ と 思 う 。

　
自 分 の 迷 い を き り す て て く れ 、 判 断 を 肩 が わ り し て く れ る 「 指 導 者 」 を 、 求 め す ぎ る

の は 危 険 な こ と な の だ 。

	 （ 『 森 毅 ベ ス ト ・ エ ッ セ イ 』 ）

問 24

　
空 欄	

　 　
Ｘ

　　

	 に は 、 そ の 後 の 内 容 を 端 的 に 表 す 小 題 （ 小 見 出 し ） が 入 っ て い た 。

最 も 適 切 な も の を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
育 っ た 環 境 こ そ 未 来 を 決 定 で き る

　 　 　 　

２

　
信 頼 と は 責 任 を 取 り あ え る 関 係

　 　 　 　

３

　
指 導 者 は 迷 い の な い 信 を 持 と う

　 　 　 　

４

　
自 分 の こ と は 自 分 で 悩 も う
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問 25

　
空 欄	

　 　
Ｉ

　　

	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 句 を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
無 理 な 話 だ 。

　 　 　 　

２

　
立 派 な 向 上 心 だ 。

　 　 　

３

　
目 指 す べ き 目 標 だ 。

　 　 　 　

４

　
無 理 か ら ぬ 願 い だ 。

問 26

　
空 欄	

　 　
Ⅱ

　　

	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 句 を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。	

１

　
だ か ら 、 今 置 か れ て い る 環 境 に 満 足 せ ず 、 別 の 環 境 を 模 索 す べ き な の だ 。

２

　
つ ま り 、 自 分 に 合 っ た 環 境 を 模 索 し つ づ け る こ と こ そ 真 の 「 向 上 心 」 な の だ 。

３

　
そ れ よ り 、 自 分 の 場 所 を 、 自 分 に と っ て の よ い 場 所 に し た ほ う が よ い 。

４

　
し た が っ て 、 本 当 に 上 等 な 人 間 の 個 性 は 、 不 動 の も の と な る の だ 。

問 27

　
次 の 文 を 本 文 の 本 来 あ っ た 箇 所 に 戻 す 場 合 、 最 も 適 切 な 箇 所 を 、 本 文 中 の	

　 　
①

　　

	 ～	

　 　
⑤

　　

	 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

迷 い な が ら 進 む の が 人 生 だ 。

問 28

　
傍 線 部 Ａ 「 お 医 者 さ ん 」 と あ る が 、 東 京 大 学 の 医 学 部 を 出 て 、 ド イ ツ に ４ 年 間 軍

医 と し て 過 ご し た 経 験 を も と に 、 帰 国 後 『 舞 姫 』 を 書 い た 明 治 の 小 説 家 を 、 次 の	

う ち か ら 一 人 選 び な さ い 。

１

　
森 鷗 外

　 　 　

２

　
夏 目 漱 石

　 　 　

３

　
島 崎 藤 村

　 　 　

４

　
志 賀 直 哉

　 　 　

５

　
北 杜 夫
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問 29

　
傍 線 部 Ｂ 「 ド イ ツ 語 に か わ っ て 」 と あ る が 、 わ ざ わ ざ ド イ ツ 語 を 使 っ た 理 由 と し

て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
専 門 用 語 を 使 う 必 要 が あ っ た か ら

　 　 　

２

　
患 者 に 分 か ら な い よ う に す る た め

　 　 　

３

　
医 師 の 権 威 を 患 者 に 対 し て 誇 示 す る た め

　 　 　

４

　
人 に 頼 ら ず 自 分 で 判 断 す べ き こ と だ か ら

問 30

　
本 文 の 内 容 に 最 も 合 う も の を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。	

１

　
自 己 に プ ラ イ ド を 持 ち 、 そ の 自 己 に 合 っ た 環 境 を 探 し 続 け る こ と こ そ 真 の 向 上

心 だ 。
　 　 　

２

　
親 で あ ろ う と 教 師 で あ ろ う と 、 人 の 意 見 を 参 考 に せ ず に 、 す べ て 自 分 で 判 断 す

べ き だ 。
　 　 　

３

　
忠 告 し た り 意 見 を 言 う 方 は 、 責 任 は 相 手 で は な く 自 己 に あ る こ と は 自 覚 す べ き

だ 。
　 　 　

４

　
環 境 に 不 満 を 持 つ よ り も 、 そ の 環 境 の 中 で 自 己 と 環 境 を よ り よ く す る 努 力 を す べ

き だ 。

５

　
自 己 中 心 的 な 個 性 尊 重 主 義 を 減 却 し て 、 置 か れ た 環 境 に 同 化 し て い く こ と こ そ 大

切 な の だ 。
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